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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
導
入
。

対
面
授
業
の
再
開
に
向
け

て
、
ま
ず
寮
生
全
員
を
検

査
。
次
い
で
教
職
員
へ
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
寮
生

以
外
の
学
生
へ
の
実
施
日
は

現
在
、
調
整
中
と
し
て
い

る
。

　メ
デ
ィ
ア
が
注
目

　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
全
学
生
に
無

償
貸
与
し
て
い
る
本
学
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
移
行
し
、
食
の
安

心
確
保
を
第
一
に
考
え
学
生

に
無
料
の
食
券
を
支
給
。
入

構
時
の
検
温
体
制
や
各
施
設

へ
の
感
染
予
防
環
境
を
整
え

た
。
ま
た
前
期
、
早
い
段
階

で
一
部
対
面
授
業
を
実
施
し

た
こ
と
が
、
私
大
の
新
型
コ

日
（
月
）
か
ら
全
学
的
に
対

面
授
業
が
始
ま
っ
た
。

　
後
期
開
始
に
あ
た
り
、
本

学
は
下
記
の
感
染
対
策
を
実

施
し
、
学
生
た
ち
が
安
心
し

て
学
修
で
き
る
環
境
作
り
を

整
え
て
い
る
。
他
大
学
に
先

駆
け
て
、
全
学
生
・
教
職
員

【
入
構
時
の
注
意
事
項
】

　
・
入
構
時
に
学
生
証
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
必
ず
学
生

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
・
検
温
と
手
の
消
毒
を
行

い
ま
す
。
体
温
が
37
度
以
上

あ
る
場
合
は
入
構
で
き
ま
せ

ん
。

　
・
一
般
の
方
は
入
構
で
き

ま
せ
ん
。

　
・
企
業
等
か
ら
来
訪
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
訪
問
先
の

部
署
・
教
職
員
に
ア
ポ
イ
ン

ニュースガイド
２面　成層圏でロケット発射へ・和

田研が実証実験成功／松崎教

授に技術賞／名誉教授に２氏

／京成電鉄から消毒液／令和

３年度入試の変更について

３面　秋季卒業・入学式／多古町、

いすみ市と協定／特別支援学

校から返礼品／松井学長「富

士山消しゴム」贈る／本学５

年連続で世界大学ランクに

４面　ウェブ特設サイトでオープン

キャンパス／クラブ活動徐々

に再開／出版案内／訃報

全学科で対面授業
〝
遠
隔
〞も
併
用

　
後
期
授
業
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
併
用
し

な
が
ら
全
学
科
で
対
面
授
業

の
再
開
を
決
め
、
９
月
連
休

明
け
の
23
日
（
水
）
か
ら
後

期
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
始
、
28

学生・教職員にＰＣＲ検査実施へ
後
期

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
本
学
は
、
前
期
は

５
月
18
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
開
始
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
６
月
22
日
か

ら
一
部
科
目
の
対
面
授
業
を
、
８
月
20
日
か
ら
は
入
構
制
限
も
解
除
し
、
徐
々
に
学

内
に
学
生
た
ち
の
姿
が
戻
っ
た
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
好
事

例
と
し
て
文
部
科
学
省
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
注
目
さ
れ

た
。

　
学
生
た
ち
も
「
ス
ピ
ー
デ

ィ
｜
な
対
応
が
よ
か
っ
た
」

「
勉
強
を
直
接
、
先
生
に
相

談
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
友

人
と
の
再
会
が
う
れ
し
い
」

「
食
券
の
支
給
で
、
外
食
に

よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
ら

れ
た
」
な
ど
の
声
を
寄
せ
、

外
部
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
今
後
も
オ
ン
ラ
イ

ン
、
対
面
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
授
業
の
展

開
を
望
む
声
が
聞
か
れ
た
。

■
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
本
学
の
対
応

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
学
生
支
援
】

　
・
全
て
の
学
生
に
マ
ス

ク
、
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
、
食
券

（
２
万
円
分
）
を
支
給
。

　
・
授
業
の
形
態
に
よ
っ
て

学
生
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

を
配
布
。

【
大
学
へ
の
入
構
】

　
▼
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

正
門
、車
両
門

※
駐
輪
場
は

利
用
で
き
ま
す
が
、
通
用
門

は
閉
鎖
し
て
い
る
の
で
正
門

へ
お
回
り
く
だ
さ
い
▼
新
習

志
野
キ
ャ
ン
パ
ス

正
門
※

駐
輪
場
は
利
用
で

き
ま
す
が
駐
輪
場

か
ら
大
学
構
内
へ

の
入
口
は
閉
鎖
し

て
い
る
の
で
正
門

へ
お
回
り
く
だ
さ

い
。

【
建
物
・
講
義
室
】

　
・
建
物
出
入
口

と
ト
イ
レ
前
に
消

毒
液
を
設
置
。

　
・
階
段
の
昇
降

を
区
分
分
け
し
ま

す（
一
方
通
行
）。

　
・
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
搭
乗
人
数
を

制
限
し
ま
す
。

　
・
各
教
室
で
収

容
す
る
学
生
数
は
座
席
定
員

の
30
〜
50
％
と
し
ま
す
。

　
・
講
義
室
の
窓
及
び
扉
は

原
則
と
し
て
常
時
開
放
し
て

換
気
を
行
い
ま
す
。

　
・
定
期
的
に
室
内
の
清
掃

及
び
消
毒
を
行
い
ま
す
。

【
授
業
・
研
究
室
】

　
・
学
生
同
士
の
間
隔
は
１

㍍
を
目
安
に
確
保
し
ま
す
。

　
・
以
下
の
方
法
で
、
３
密

を
回
避
し
て
運
営
し
ま
す
。

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
の
併

用
に
よ
り
、
対
面
授
業
ク
ラ

ス
と
自
宅
学
修
ク
ラ
ス
に
分

け
て
、
隔
週
ま
た
は
一
定
週

で
入
れ
替
え
を
行
う
▽
授
業

を
２
つ
の
講
義
室
に
分
割

し
、
講
義
室
間
を
ラ
イ
ブ
配

信
で
行
う
▽
実
験
、
実
習
を

パ
ー
ト
分
け
し
て
、
会
場
を

分
散
し
て
行
う
▽
授
業
時
間

内
で
時
差
グ
ル
ー
プ
で
の
区

分
け
を
行
い
、
時
間
で
入
れ

替
え
を
行
う
。

　
・
研
究
室
は
在
室
人
数
及

び
滞
在
時
間
を
制
限
。

　
・
研
究
室
内
で
の
食
事
を

禁
止
。

　
・
研
究
室
ご
と
に
消
毒
を

徹
底
。

　
・
研
究
室
利
用
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

　
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
周

知
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
】

　
・
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

乗
員
の
人
数
を
制
限
し
た
ダ

イ
ヤ
を
編
成
（
乗
り
入
れ
時

の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
乗
車

時
の
会
話
と
飲
食
禁
止
な

ど
）。

【
食
堂
】

　
・
入
口
に
消
毒
液
を
設

置
。

　
・
通
路
を
一
方
通
行
化
。

　
・
食
事
が
終
了
し
た
ら
、

次
の
利
用
者
が
着
席
す
る
前

に
除
菌
清
掃
し
ま
す
。

　
・
混
雑
時
に
は
入
場
を
制

限
し
ま
す
。

　
・
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め

衝
立
を
設
置
し
、
十
分
な
座

席
間
隔
を
と
る
よ
う
に
椅
子

を
間
引
き
し
ま
す
。

　
・
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
会

話
を
禁
止
し
ま
す
。

【
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
】

　
・
向
き
合
っ
て
配
置
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
に
は
飛
沫
感

染
防
止
用
の
衝
立
を
設
置
。

　
・
十
分
な
座
席
間
隔
を
と

る
よ
う
に
使
用
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
を
制
限
。

　
・
係
員
に
よ
る
キ
ー
ボ
ー

ド
な
ど
の
定
期
的
な
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
を
実
施
。

【
学
生
寮
】

　
・
入
館
時
に
検
温
。

　
・
毎
朝
寮
生
一
人
一
人
の

検
温
を
実
施
し
記
録
。

　
・
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め

食
堂
に
衝
立
を
設
置
し
、
十

分
な
座
席
間
隔
を
と
り
ま

す
。

　
・
食
堂
は
入
れ
替
え
制
と

し
て
３
密
を
回
避
し
ま
す
。

　
・
共
用
ス
ペ
ー
ス
は
３
密

を
回
避
す
る
と
と
も
に
利
用

制
限
を
行
い
ま
す
。

　
・
寮
内
で
の
マ
ス
ク
の
着

用
を
義
務
化
し
ま
す
。

　
・
放
送
及
び
巡
回
に
よ
り

感
染
防
止
に
協
力
を
呼
び
か

ま
す
。

　
・
館
内
の
消
毒
及
び
換
気

を
実
施
し
ま
す
。

　
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
届
出
制

と
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
と
判
断
す
る
業
務
は
避
け

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　
・
浴
室
は
３
密
を
回
避

し
、
入
れ
替
え
制
で
入
浴
。

　
・
感
染
者
発
生
時
の
対
応

及
び
対
策
フ
ロ
ー
を
寮
生
に

周
知
し
ま
す
。

　
・
門
限
を
20
時
ま
で
と
し

ま
す
。

津田沼校舎の正門に設けられた検温所

検温・手洗い・うがい・消毒・マスク着用の習慣

　①体温が37度以上あったら外出を控えよう②各
キャンパス、建物入口に消毒液を設置しているの

で、こまめに手洗い・消毒を③他者と接触する場

所ではマスクを着用。食堂などでマスクを外し

た時は工大マスクケースに入れて保管しよう。

３密回避

　①密閉…講義室などの窓や扉は、感染対策（換

気）で開放しているので、指示があった場合を

除き、閉じない②密接…講義室などの収容人数は30～50％程度
に座席を間引きしているので、ご協力を③密集…大勢で集まる

ことを避け、オンラインを活用しながら情報共有しよう。

飛沫防止・自己防衛

　同一空間に感染者がいると、かなりのリスクが生じるので、

感染リスクが高い場所へ行くのはできるだけ控えよう。やむを

得ず訪問する場合は、マスクなどで飛沫防止対応を。

その他

　①接触確認アプリ「cocoa」（https://www.mhlw.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html）に登録して、陽性
者との接触有無を確認しよう②自分の行動を記録しておこう。

万一「陽性」「濃厚接触」となった際に確認できる③「GoToト

ラベル」「GoToイート」などを利用する時は、先方の状況を確

認し、感染対策を徹底すること。

防ごう感染　守ろう健康！

衝立が設置されたコンピュータ演習室

支
給
さ
れ
た
食
券
を
利
用

す
る
学
生
た
ち

㊦
　食
券
と
定
食
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デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
社
会
に

新
た
な
価
値
の
創
造
を
図
る

松
崎
元
・
デ
ザ
イ
ン
科
学
科

教
授

写
真

が
、
秦
康
範

・
山
梨
大
准
教
授
、
佐
藤
唯

行
・
ス
ペ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
㈱
代

表
取
締
役
、
西
原
利
仁
・
ア

ス
ク
ル
㈱
部
長
、
目
黒
公
郎

・
東
京
大
教
授
ら
と
ま
と
め

た
「
防
災
に
関
わ
る
新
し
い

概
念
『
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
』

の
提
案
と
そ
の
普
及
啓
発
」

が
５
月
22
日
、
地
域
安
全
学

会
か
ら
技
術
賞
を
受
賞
し

た
。

　
２
０
２
０
年
度
地
域
安
全

学
会
春
季
研
究
発
表
大
会

（
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
予

定
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

郵
送
で
の
授
与
と
な
っ
た
。

　
地
域
安
全
学
会
は
、
生
活

者
の
立
場
か
ら
地
域
社
会
の

安
全
性
に
寄
与
し
よ
う
と
、

自
然
災
害
・
人
為
的
災
害
を

問
わ
ず
安
全
問
題
を
研
究
。

自
然
科
学
や
人
文
系
な
ど
幅

広
い
研
究
者
・
技
術
者
ら
が

協
力
し
て
い
る
。

　
松
崎
教
授
に
よ
る
と
、
防

災
に
関
わ
る
新
概
念
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
と
は
、
社
会
の
状

態
（
フ
ェ
ー
ズ
）
を
日
常
時

と
非
常
時
に
分
け
て
考
え

ず
、
ど
の
フ
ェ
ー
ズ
で
も
役

立
つ
よ
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
普
及
さ
せ

る
こ
と
で
、
安
全
安
心
な
社

会
を
実
現
す
る
考
え
方
。

〝
備
え
な
い
防
災
〞
と
も
呼

ば
れ
近
年
、

大
手
企
業
や

自
治
体
で
注

目
さ
れ
て
い

る
。

　
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
も

通
ず
る
新
概

念
で
、
そ
の
構
築
の
た
め
の

地
道
な
議
論
と
実
践
の
積
み

重
ね
が
今
回
、
地
域
の
安
全

上
、
優
秀
な
技
術
に
値
す
る

と
認
め
ら
れ
た
。

　
松
崎
教
授
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
、 
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ

ナ
の
新
し
い
日
常
に
も
資
す

る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え

方
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
ゼ
ミ
や
企

業
と
の
共
創
に
よ
り
、
多
く

の
商
品
開
発
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

防
災
に
新
概
念
を
提
唱

■
　松
崎
教
授
に
技
術
賞

　「
や
ま
ぐ
ち
空
中
発
射
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
づ
け
ら

れ
、
山
口
県
内
の
精
密
部
品

製
造
企
業
３
社
と
東
京
都
内

の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
、
一
般
財
団
法
人
宇

宙
シ
ス
テ
ム
開
発
利
用
推
進

機
構
が
参
加
。
２
０
１
８
年

度
か
ら
山
口
県
の
補
助
金
を

得
て
開
発
を
進
め
て
き
た
。

　
和
田
准
教
授
の
研
究
室

は
、
気
球
を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
シ
ス
テ
ム
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
と
コ
ン
セ
プ
ト
の
検

討
を
担
当
し
、
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
は
、
気
球
か
ら
吊

り
下
げ
ら
れ
た
不
安
定
な
発

射
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
ロ
ケ
ッ

ト
を
目
標
の
方
向
に
正
確
に

打
ち
出
す
技
術
に
あ
る
。

　
７
月
25
日
、
山
口
県
宇
部

市
内
の
採
石
場
で
、
大
型
ク

レ
ー
ン
に
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
シ

ス
テ
ム
を
吊
り
下
げ
て

写

真
、
和
田
研
が
提
案
し
た
姿

勢
制
御
装
置
と
無
線
点
火
装

置
の
機
能
な
ど
を
確
認
す
る

世
界
初
の
実
証
実
験
を
行

い
、
成
功
し
た
。

　
発
射
の
衝
撃
の
影
響
な
ど

を
、
こ
の
実
験
で
得
ら
れ
た

加
速
度
計
の
デ
ー
タ
や
映
像

か
ら
解
析
し
、
今
後
、
本
格

的
な
発
射
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
数
学

モ
デ
ル
の
構
築

を
進
め
る
が
、

こ
こ
で
も
和
田

研
が
主
導
的
な

役
割
を
果
た

す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
狙
っ

て
い
る
の
は
、

近
年
、
急
速
に

伸
長
し
て
い
る

小
型
衛
星
市
場

へ
の
参
入
だ
。

と
り
わ
け
需
要

が
拡
大
し
て
い

る
民
間
衛
星
の
打
ち
上
げ
を

受
注
す
る
た
め
に
は
、
打
ち

上
げ
費
用
の
低
コ
ス
ト
化
が

不
可
欠
。
成
層
圏
か
ら
ロ
ケ

ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
上
か
ら
の
打

ち
上
げ
に
比
べ
て
燃
料
を
大

き
く
節
約
で
き
る
。

　
ま
た
、
放
球
場
所
を
比
較

的
自
由
に
決
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
わ
が
国
の
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
不
足
の
緩
和
に
も
役

立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
や
ま
ぐ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
体
は
当
面
、
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
と
、
こ
れ
に
搭
載
す
る
１

０
０
㌔
㌘
級
の
小
型
衛
星
の

一
体
開
発
を
進
め
る
モ
デ
ル

の
構
築
に
取
り
組
む
。一
方
、

　
本
学
で
長
年
、
教
育
に

尽
く
し
、
学
術
の
向
上
に

寄
与
し
た
２
氏
に
対
し
、

本
学
は
４
月
28
日
付
で
千

葉
工
業
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
し
た
。

　
新
た
に
名
誉
教
授
と
な

っ
た
の
は
元
デ
ザ
イ
ン
科

学
科
教
授
の
三
澤
哲
夫
氏

と
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
の

花
田
孝
郎
氏
。

名
誉
教
授
に
２
氏

三澤　哲夫氏花田　孝郎氏

和
田
研
は
こ
れ
ま
で
独
自
に

培
っ
て
き
た
高
度
１
０
０
㌔

を
目
指
す
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
技
術
を

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

生
か
し
な
が
ら
、
惑
星
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
上

層
大
気
中
の
宇
宙
塵
採
集
の

た
め
の
新
た
な
運
用
技
術
の

開
発
も
模
索
す
る
考
え
だ
。

　
７
月
に
行
わ
れ
た
宇
部
市

で
の
実
証
実
験
に
は
、
本
学

か
ら
和
田
准
教
授
の
ほ
か
、

大
学
院
生
７
人
と
学
部
生
２

人
、
研
究
室
Ｏ
Ｂ
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
研
究
員
各
１
人
が
参
加
し

た
。

　
学
生
参
加
で
効
果

　
和
田
准
教
授
の
話
　
宇
部

市
で
は
本
学
の
学
生
ら
が
打

ち
上
げ
実
験
全
般
の
指
揮
と

安
全
確
保
に
当
た
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
実
戦
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
た
ち
が

参
加
で
き
る
こ
と
の
教
育
効

果
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

成層圏でロケット発射へ
■　和田研　実証実験に世界初成功

大
気
球
で
吊
り
　「地
上
で
」よ
り
低
費
用

崖を利用してロケットを吊り下げ

実証実験で学生たち

　■大学入学共通テスト利用入学試験（前期）

合格発表日　　（変更前）２月６日（土）⇒（変更後）２月10日（水）
入学金締切日　（変更前）２月12日（金）⇒（変更後）２月16日（火） 
　■編入学選抜（指定校制・高等専門学校）

面接試験日　　（変更前）11月23日（月・祝）⇒（変更後）11月22日（日）
　■学校推薦型選抜（指定校制）〔一般高校・専門高校〕

書類審査、小論文および面接（変更前）⇒小論文(※)は出願書類とする。面接

は免除とします。

※具体的なテーマや形式など詳細は10月５日（月）に本学ウェブサイトで公表。

◇新型コロナウイルス感染症対策に伴う令和３（2021）年度入学試験の変更について
（９月１日現在）

　
京
成
線
沿
線
の
学
校
施
設
や
自
治

会
を
支
援
す
る
京
成
電
鉄
㈱
の
登
嶋

進
常
務
取
締
役
が
７
月
14
日
、
本
学

を
訪
れ
、
本
学
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
10
本
を
寄
贈
し
た
。

　
登
嶋
常
務
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
の
な
か
、
我
々
が
地
域
の
皆

様
に
で
き
る
こ
と
を
、
と
。
小
さ
な

こ
と
で
す
が
、
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
た
。

　
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
と
対
面
を
同
時
に
行
う
授
業
形
態

の
な
か
、
消
毒
液
の
ご
寄
付
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
一
層
安
全
な
授
業
実

施
の
た
め
に
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
本
学
は
多
く
の

学
生
が
京
成
線
を

利
用
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
（
田
隈

広
紀
准
教
授
）
が
京

成
電
鉄
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

授
業
を
進
め
た
こ

と
な
ど
が
今
回
寄

贈
に
つ
な
が
っ
た
。

京
成
電
鉄
か
ら
消
毒
液
■
　本
学
に

登嶋常務(左)から目録を受け取る瀬戸熊理事長

　
高
度
30
㌔
の
成
層
圏
に
浮
か
べ
た
直
径
１
０
０
㍍
の
大

気
球
か
ら
宇
宙
に
向
か
っ
て
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ

る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
機
械
電
子
創
成
工

学
科
・
和
田
豊
准
教
授
の
宇
宙
輸
送
工
学
研
究
室
が
挑
ん

で
お
り
、
こ
の
ほ
ど
、
実
証
実
験
に
成
功
し
た
。
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
英
国
の
高
等
教
育
専
門
誌

「
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｈ

Ｅ
）」
は
９
月
12
日
、「
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
２
０
２

１
年
版
を
発
表
。
世
界
の
１

５
２
７
校
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
が
、
日
本
は
米
国
に
次
い

で
２
番
目
に
多
い
１
１
６
校

が
ラ
ン
ク
イ
ン
。
内
訳
は
国

立
57
校
、
公
立
12
校
、
私
立

47
校
だ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
医
学
系
の
学
部

を
持
た
な
い
私
立
大
は
22
校

別
表
。
本
学
は
昨
年
と
同

じ
「
１
０
０
０
＋
」
で
、
２

０
１
６
年
以
来
、
５
年
連
続

で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

　
海
外
20
カ
国
・
地
域
、
41

大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で

留
学
生
を
互
い
に
交
換
す
る

な
ど
、
国
際
性
と
技
術
研
究

の
先
進
性
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　　　■医学部のない日本の
　　　私立大学のランキング

ＴＨＥ世界順位 大学名

801-1000
立教大
早稲田大

1001-1397

青山学院大

千葉工業大

中部大

中央大

同志社大

法政大

神奈川大

関西大

工学院大

関西学院大

明治大

名城大

大阪工業大

立命館大

龍谷大

芝浦工業大

上智大

東京農業大

東京都市大

東京電機大

東京理科大

東洋大

本
学
　５
年
連
続
で

■　
世
界
の
大
学
評
価
に
ラ
ン
ク
イ
ン

　
卒
業
し
た
の
は
学
部
12

人
、
大
学
院
修
士
課
程
４

人
、
博
士
の
学
位
を
授
与
さ

れ
た
の
が
２
人
で
、
会
場
に

は
13
人
が
出
席
。
保
護
者
や

友
人
ら
に
囲
ま
れ
、
無
事
式

典
を
迎
え
た
。

　
松
井
学
長

写
真
右

は

「
卒
業
と
は
、
過
去
の
知
の

学
び
を
終
え
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
知
の
獲
得

を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
工

学
を
基
盤
に
、
幅
広
い
分
野

を
学
び
、
社
会
の
中
で
『
知

の
流
れ
』
を
生
み
出
し
、
人

類
の
発
展
に
、
寄
与
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
皆
さ
ん
の
、
ご

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
、

私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
祝
福
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
次
い
で
午
後
３
時
か
ら
、

同
場
所
で
秋
季
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。
秋
季
新
入
学
生

は
、
大
学
院
修
士
課
程
の
工

学
研
究
科
に
２
人
、
情
報
工

学
研
究
科
に
２
人
、
社
会
シ

ス
テ
ム
工
学
研
究
科
に
２

人
。
博
士
課
程
は
工
学
研
究

科
、
情
報
工
学
研
究
科
に
各

１
人
の
計
８
人
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
に
も
１
人

が
入
学
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
入
国
制

限
も
あ
り
、
留
学
生
を

含
む
今
回
の
入
学
式
へ

の
出
席
者
は
わ
ず
か
２

人
。
小
さ
な
入
学
式
で
は
あ

っ
た
が
、
新
入
生
は
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
松
井
学
長
は
式
辞
で
「
こ

う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

我
々
は
、
物
事
の
本
質
を
見

極
め
、
こ
れ
ま
で
身
に
つ
け

た
知
識
や
技
能
を
駆
使
し

て
、
解
決
策
を
見
い
だ
す
力

が
試
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
難
題
を
乗
り
越
え

て
、
新
た
な
未
来
を
い
か
に

し
て
切
り
開
い
て
い
く
か
。

　
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な

若
い
世
代
に
託
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
の
大
学
生
活
の
中
で
人
類

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
知
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　
令
和
２
年
度
の
秋
季
学
位
記
授
与
式

写
真
上

と
秋
季
入
学
式
が
９
月
16
日
、
瀬
戸
熊
修
理
事
長
、
松
井
孝
典

学
長
ら
が
出
席
し
て
津
田
沼
校
舎
１
号
館
20
階
で
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
昨
年

度
中
止
さ
れ
た
学
位
記
授
与
式
以
来
、
公
式
に
対
面
で
行
わ
れ
る
式
典
と
な
っ
た
。

秋
季
卒
業
・
入
学
式
を
挙
行

令和２年度

■　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
後
、公
式
復
活

「
新
し
い
知
の
流
れ
を
」

松井学長

「
今
こ
そ
試
さ
れ
る
力
」

　
本
学
は
７
月
６
日
、
千
葉

県
北
東
部
の
香
取
郡
多
古
町

（
所
一
重
町
長
）
と
地
域
の

活
性
化
な
ど
で
協
力
す
る
連

携
協
定
を
結
ん
だ
。

　
本
学
学
生
・
教
員
が
町
内

の
小
中
学
校
で
ロ
ボ
ッ
ト
や

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の

授
業
を
す
る
ほ
か
、
町
職
員

と
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
。
学
生

の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
、
と
の
要
請
に
応
え

る
。

　
協
定
書
を
交
わ
し
た
瀬
戸

熊
修
理
事
長
は
「
最
先
端
の

技
術
に
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

触
れ
て
も
ら
い
、
科
学
立
国

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
の

お
役
に
立
て
れ
ば
…
…
」
と

話
し
た
。
ま
た
、
瀬
戸
熊
理

事
長
は
式
後
、
町
役
場
を
訪

れ
て
い
た
生
徒
た
ち
に
、
本

学
Ｏ
Ｂ
が
開
発
し
た
「
富
士

山
消
し
ゴ
ム
」

と
マ
ス
ク
を
手

渡
し
た
。

　
　
◇

　
７
月
13
日
に

は
県
内
南
東
部

・
い
す
み
市
役

所
で
、
い
す
み

市
（
太
田
洋
市

長
）
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
。
県
内
で
同

様
協
定
を
結
ん
だ
自
治
体
は

15
と
な
っ
た
。

　
締
結
式
後
、
本
学
か
ら
市

に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
贈
呈
さ
れ

た
。
学
生
に
貸
与
し
て
い
た

一
部
で
、
今
回
は
１
５
０
台

を
寄
贈
。
協
定
に
基
づ
く
最

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
児

童
福
祉
の
現
場
で
活
用
さ
れ

る
。

　
い
す
み
市
と
は
、
２
０
１

７
年
か
ら
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
連
携
事
業
を
展
開
。

学
生
が
地
域
に
入
り
込
み
市

民
と
協
働
す
る
こ
と
で
新
し

い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
参

画
し
て
き
た
。
今
回
の
包
括

的
協
定
で
、
一
層
強
固
な
関

係
の
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。

　
い
す
み
市
に
は
６
月
初

旬
、
本
学
か
ら
地
域
の
子
供

た
ち
へ
と
、
マ
ス
ク
と
富
士

山
消
し
ゴ
ム
を
寄
贈
。
大
学

「
お
礼
に
」手
製
の
品
々

■　
特
別
支
援
学
校
か
ら

多古中の生徒と瀬戸熊理事長

いすみ市にｉＰａｄを贈呈

　
松
井
孝
典
学
長
は
７
月
14

日
、
静
岡
県
周

し
ゅ
う

智ち

郡
森
町

の
小
学
生
全
員
（
５
校
約
８

８
０
人
）
に
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の

本
木
礼
夫
冴
さ
ん
が
開
発
し

た
「
富
士
山
消
し
ゴ
ム
」

（
本
紙
６
・
７
合
併
号
６
面

参
照
）
を
贈
っ
た
。

　
森
町
は
静
岡
県
西
部
の
、

山
あ
い
に
清
流
が
流
れ
る
町

で
、
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
や

伝
統
行
事
が
あ
り
「
遠
州
の

小
京
都
」
と
親
し
ま
れ
る
。

松
井
学
長
は
同
町
睦
実
出
身

で
、
町
の
観
光
大
使
を
務
め

る
縁
か
ら
、
今
回
の
寄
贈
と

な
っ
た
。

　
消
し
ゴ
ム
は
「
文
房
具
総

選
挙
２
０
２
０
」
で
大
賞
を

と
っ
た
も
の
。
前
後
左
右
バ

ラ
ン
ス
よ
く
消
し
て
い
く

と
、
自
分
だ
け
の
富
士
山
の

形
が
現
れ
る
。
児
童
た
ち
に

楽
し
く
勉
強
に
励
ん
で
も
ら

お
う
と
贈
ら
れ
た
。

「
富
士
山
消
し
ゴ
ム
」贈
る

■　
松
井
学
長　
古
里
の
児
童
に

宛
て
に
お
礼
の
寄
せ
書
き
が

送
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

夷
隅
特
別
支
援
学
校
か
ら
、

ぜ
ひ
感
謝
を
伝
え
た
い
と
要

望
が
あ
り
、
締
結
式
に
先
立

ち
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
返
礼
の

品
々
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　「
マ
ス
ク
と
富
士
山
消
し

ゴ
ム
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」。
お
礼
の

言
葉
と
と
も
に
年
光
克
水
校

長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
の
は
、

す
べ
て
手
作
り
の
品
々

写

真
。

　
中
で
も
圧
巻
な
の
が
大
き

な
す
だ
れ
。
材
料
の
葦
は
、

夷
隅
川
河
口
ラ

グ
ー
ン
（
潟
湖

・
せ
き
こ
）
に

地
元
の
小
学
校

児
童
ら
と
、
本

学
大
学
院
生
が

植
え
た
も
の
。

18
年
に
本
学
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
草
炭
緑

化
協
会
の
環
境

保
全
活
動
の
一

環
で
、
イ
オ
ン

環
境
財
団
の
第
27
回
環
境
活

動
助
成
先
に
採
択
さ
れ
実
施

し
た
。
２
０
１
９
年
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た

応
用
化
学
専
攻
修
士
１
年

（
尾
上
研
）
の
美
濃
耕
介
さ

ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
困
難
な
中
２

０
２
０
年
も
作
業
に
取
り
組

み
、「
自
然
環
境
の
再
生
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
」
と
振

り
返
っ
た
。
瀬
戸
熊
理
事
長

は
「
学
生
た
ち
の
活
動
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
実
を
結
ぶ

こ
と
は
非
常
に
感
慨
深
い
」

と
、お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

多
古
町
、い
す
み
市
と
も

■　
連
携
協
定　

地
域
活
性
化
へ

博士課程修了を恩師と祝う



No.645 ４NEWS  C I T　　　　2020. 9. 15

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
移
行
。
ウ

ェ
ブ
に
特
設
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
ラ

イ
ブ
配
信
な
ど
、
種
々
の
コ

ン
テ
ン
ツ
で
代
用
し
た
。

　
高
校
生
や
保
護
者
た
ち
か

ら
は
、
行
動
制
限
で
、
進
路

・
入
試
情
報
が
得
に
く
い
、

相
談
し
に
く
い
、
と
悩
み
の

声
が
届
く
。
そ
こ
で
従
来
オ

ー
キ
ャ
ン
で
人
気
の
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
も
と
に
、
自
宅
で

好
き
な
時
に
視
聴
で
き
る
内

容
を
そ
ろ
え
た
。

　
７
月
は
、
定
番
の
▽
全
部

見
せ
ま
す
千
葉
工
大
！
▽
入

試
ガ
イ
ダ
ン
ス
▽
保
護
者
向

け
ガ
イ
ダ
ン
ス
｜
｜
に
加
え

▽
５
分
で
分
か
る
学
科
説
明

▽
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
・
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
動
画
｜
｜
な

ど
を
用
意
。
特
に
、
工
業
大

　
こ
の
数
カ
月
、
思
い
が
け

ず
増
え
た「
お
う
ち
時
間
」。

外
出
自
粛
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
で
い
つ
も
よ
り
時
間
に
ゆ

と
り
が
で
き
て
、
自
分
の
た

め
に
何
か
を
始
め
た
！
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

　
東
京
女
性
の
ホ
ン
ネ
調
査

に
よ
る
と
、
１
位
は
「
部
屋

の
整
理
」。
２
位
「
料
理
」。

３
位
「
運
動
」。
自
慢
で
は

な
い
が
、
葛
飾
区
在
中
正
真

正
銘
東
京
女
性
（
？
）
の
私

も
、
ま
さ
に
こ
の
通
り
。
　

　「
部
屋
の
整
理
」で
は
、
引

っ
越
し
を
機
に
、
断
捨
離
。

「
料
理
」は
コ
ロ
ナ
禍
を
意
識

し
、免
疫
力
を
つ
け
る
べ
く
、

発
酵
食
品
の
味
噌
な
ど
を
手

作
り
。「
運
動
」に
至
っ
て

は
、
コ
ロ
ナ
太
り
を
解
消
す

る
に
は
ほ
ど
遠
い
、
犬
の
散

歩
程
度
で
あ
っ
た
が
…
…
。

　
数
カ
月
に
わ
た
る
自
粛
生

活
が
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、

「with 

コ
ロ
ナ
」
と
い
う

新
し
い
生
活
様
式
が
始
ま
っ

た
。
本
学
も
後
期
授
業
か
ら

全
学
科
が
対
面
授
業
実
施
と

な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
心
晴
れ
や
か
に
過
ご
す
に

は
ま
だ
ま
だ
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
と
責
任
を
持
っ
た
選

択
・
行
動
が
必
要
だ
。
思
い

や
り
を
忘
れ
ず
、
ご
機
嫌
な

毎
日
を
み
ん
な
で
一
緒
に
作

っ
て
い
け
た
ら
い
い
。

入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

"Stay home.

”

や "Go to

…

”

と
い
っ
た
横
文
字
が
飛

び
交
う
中
、
何
と
は
な
し

に
私
も
自
分
の
好
き
な
英

語
の
言
葉
を
頭
に
浮
か
べ

て
い
た
。
私
は"fragile

”

と
い
う
言
葉
が
好
き
だ
。

「
壊
れ
や
す
い
、
繊
細
な
」

と
い
う
意
味
の
こ
の
単
語
は

ガ
ラ
ス
細
工
だ
け
で
な
く
、

人
間
の
「
脆も

ろ

さ
、
傷
つ
き
や

す
さ
」
を
表
す
こ
と
も
で

き
、
日
常
の
中
で
忘
れ
が
ち

な
他
者
へ
の
「
優
し
さ
」
や

「
気
遣
い
」
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
る
。"On 

and on 

the 
rain 

will 
say 

how 

fragile we 
are

”（「
雨
は

と
め
ど
な
く
語
り
か
け
る
、

我
々
は
な
ん
と
脆
い
存
在

か
と
」）
が
繰
り
返
さ
れ
る

Sting

の"Fragile

”

も

よ

く
聴
く
曲
の
一
つ
だ
。
映
画

『
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
』

の
中
の
困
っ
た
時
に
助
け

て
く
れ
る
魔
法
の
言
葉"Su

percalifragilisticexp

ialidocious

”

の
中
央
に

"fragile

”

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ
せ
る

"fragilistic

”

と
い
う
文

字
列
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
は
、
こ
の
造
語
の
作
者

の
人
間
の
脆
さ
へ
の
優
し

い
眼
差
し
が
込
め
ら
れ
て

い
る
、
と
私
は
密
か
に
思

っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
向

こ
う
側
、
或
い
はsocial 

distance

の
先
に
い
る
相
手

が 
"fragile

”

な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
相
原
　
直
美

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
罹
患
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
こ
の
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ

の
中
、
今
年
度
も
既
に
半
期

が
過
ぎ
、
残
り
半
期
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
以

来
と
な
る
学
位
記
授
与
式
や

入
学
式
の
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
て
同
窓

生
に
な
ら
れ
た
卒
業
生
の
、

社
会
人
と
な
る
最
終
学
歴
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な

っ
た
こ
と
は
非
常
に
寂
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生

活
を
大
い
に
期
待
し
入
学
し

た
新
入
生
の
中
に
は
前
期
中

大
学
に
一
歩
も
足
を
踏
み
入

れ
て
い
な
い
学
生
も
い
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
後
期
か
ら
は
対
面
授
業
も

増
え
大
学
に
通
学
す
る
機
会

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
誰
が
持
っ

て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

十
分
に
感
染
防
止
対
策
を

し
、
体
調
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で

す
が
、
何
事
に
も
前
向
き
に

考
え
、
工
大
生
な
ら
び
に
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
き
っ
と
良
い
こ
と
が
待
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

新
習
志
野
学
生
課

　
　
　
　
　
　
竹
内
　
秀
一

10月24日(土)・25日(日)総合型(創造)選抜入試

　
日
本
沙
漠
学
会
の
設
立
30

年
記
念
図
書
と
し
て
、
矢
沢

勇
樹
・
応
用
化
学
科
准
教
授

が
実
行
委
員
長
を
務
め
て
ま

と
め
た
。

　
沙
漠
学
と
は
「
砂
漠
を
含

む
乾
燥
地
の
環
境
を
知
り
、

そ
こ
に
息
づ
く
生
命
の
謎
を

解
明
し
、
さ
ら
に
人
々
の
社

会
と
暮
ら
し
を
学
び
、
そ
れ

ら
全
て
を
守
る
」
学
術
。
地

球
の
陸
地
の
お
よ
そ
３
分
の

１
を
占
め
る
砂
漠
に
つ
い
て

沙
漠
学
会
は
世
界
の
関
係
機

関
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
情

報
を
収
集
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
沿

っ
て
砂
漠
化
の
防
止
や
緑
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
内
容
は
６
章
構
成
で
▽
砂

漠
と
は
▽
砂
漠
の
自
然
環
境

▽
乾
燥
地
の
生
物
▽
砂
漠
の

生
活
と
文
化
▽
砂
漠
の
資
源

と
経
済
活
動
▽
砂
漠
化
と
そ

の
対
策
｜
｜
な
ど
。
約
２
２

０
の
テ
ー
マ
を
、
写
真
や
図

表
と
と
も
に
見
開
き
で
解
説

し
て
い
る
。

　
理
系
・
文
系
の
学
際
的
な

学
会
な
の
で
、
矢
沢
准
教
授

は
「
文
理
融
合
を
目
指
し
、

多
面
的
な
視
点
か
ら
約
３
年

か
け
て
ま
と
め
上
げ
た
」
と

い
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
７
月
30

日
に
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

Ａ
５
判
・
本
文
５
２
４
㌻
。

出出 版版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の「
沙
漠
学
」

著
者

日
本
沙
漠
学
会
編
（
編
集
代
表

吉
川
賢
・
岡
山
大
名
誉
教

　
　
　
授
、
本
学
の
矢
沢
勇
樹
・
応
用
化
学
科
准
教
授
ら
沙
漠
研
究

　
　
　
に
関
わ
る
研
究
者
た
ち
が
執
筆
）

発
行

丸
善
出
版

価
格

２
万
４
２
０
０
円
（
税
込
み
）

沙
漠
学
事
典

矢沢准教授

　吉
野
用
務
員

死
去

　
本
学
新
習
志
野
施
設
課
用

務
員
の
吉
野
一
夫
さ
ん
が
９

月
３
日
、
肺
が
ん
の
た
め
死

去
し
た
。
64
歳
。

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

勤
務
し
10
年
間
、
施
設
課
の

運
営
を
支
え
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

イ
ベ
ン
ト
が
開
け
な
い
状
態

が
続
い
た
た
め
、
本
学
は
２

０
２
０
年
度
（
７
月
か
ら
）

ウ
ェ
ブ
に
特
設
サ
イ
ト

コ
ロ
ナ
下
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ク
ラ
ブ
活
動

徐
々
に
再
開

　
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

が
９
月
１
日
か
ら
、
段
階
的

に
再
開
さ
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
部

な
ど
が
久
々
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
感
触
を
楽
し
ん
だ

写

真
。

　
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
屋
外

で
行
う
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

で
大
会
が
近
い
団
体
を
優

先
。「
部
員
、
そ
の
家
族
、

関
係
者
、
地
域
社
会
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
」
を
基
本
方
針
に
、
団
体

代
表
、
顧
問
と
面
談
を
進
め

な
が
ら
学
生
の
安
全
・
安
心

に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や

武
道
館
、
体
育
館
を
利
用
す

る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
活

動
再
開
へ
、
と
ス
テ
ッ
プ
２

の
段
階
に
進
め
て
い
く
予

定
。

　
活
動
時
間
や
部
室
の
使
用

時
間
の
制
限
、
グ
ル
ー
プ
分

け
、
部
員
の
検
温

同
下

や
消
毒
な
ど
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
習
慣
に
取
り

組
む
。「
と
に

か
く
練
習
で
き

る
こ
と
が
楽
し

い
」
と
笑
顔
が

戻
っ
て
き
た
。

な
ら
で
は
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
体
験
型
模
擬
授
業
も
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
配
信
し
、
自
宅

に
あ
る
身
近
な
道
具
で
実
験

で
き
る
「
学
び
体
験
」
な
ど

に
、
学
科
教
員
た
ち
が
知
恵

を
絞
っ
た
。

　
９
月
は
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
▽
研
究
室
・

ゼ
ミ
を
紹
介

教
員
と
学
生

た
ち
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
語
り

合
う
様
子
▽
研
究
室
で
進
行

中
の
研
究
を
教
員
・
ゼ
ミ
生

ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
紹

介
｜
｜
な
ど
の
動
画
が
公
開

さ
れ
た
。

　
学
生
企
画
の
動
画
や
個
別

相
談
も
好
評
で
、
今
後
、
定

期
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加

配
信
す
る
予
定
だ
。

特設サイト表紙

▶
　
模
擬
授
業
の
動
画
を
配
信

学生企画で、高校生らの相談を受ける

全部見せます千葉工大

――撮影の様子


